
 

 
 
 
 
 

附属池田小学校 国語科「演じることで読みを深める」 

                                     中川 雅子 

１，実践の背景 
本校では、年に二度、学校アンケートを実施している。児童の実態を調査するためである。２０１９年５月に実施されたとき、私の学級では、どの教科も好きだと答える児童が大半であっ

た。しかし、１２月に再実施したとき、「国語の学習が楽しくない」と答えた児童が増えていた。そのとき、私が担任していたのは一年生である。学校に入って、わずか八か月の間に、「国語

の学習が楽しくない」と感じさせてしまったことがわかった。 
「国語の学習が楽しくない」と児童が感じた原因として考えられることは、①授業の中心になった話題に興味が持てない、②何度も読みたくない（わかったつもりで、もう一度読もうとい

う意欲がない）ということである。友達の意見を聞く必要性や、再読する意欲が持てない授業が問題だと考えた。この問題を解消するべく、今回の実践を行った。 
 

２，今年度の実践に取り入れた手立てについて 
今回の実践では、挿絵と劇を手立てにした。その理由や目的について述べる。 
まず、低学年の児童が国語の学習を楽しむために、何が必要か手立てを考えた。低学年の国語の教材文は、絵本からの抜粋であるものや、絵本作家が書き下ろしたものが多い。低学年の児

童は、挿絵を活用して教材文を読んでいる可能性は高い。そのため、挿絵を手立ての一つとした。 
劇を手立てにすることには少し抵抗があった。自分が経験した公立小学校の実態から想像すると、児童が楽しくなって騒いでしまい、授業の収拾がつかない可能性が想像できるからであ

る。しかし、劇を手立てにすることで、授業への参加率を上げること、楽しく再読できることが容易になる。そのため、劇も手立てとして活用することにした。 
国語の学習計画を立てるうえで、系統性がなくなってはいけない。そのため、学習指導要領に掲げられた目標 を達成し、国語の見方・考え方「対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の

意味、働き、使い方などに着目して捉えたり、問い直したりすること。」を児童が習得できるように学習を進める必要がある。 
今回の実践で目指すことは、楽しみながら言葉や文章に向き合い、感じたことを共有する中で、自分の考えを形成し深めていくことである。そんな児童の姿が見られることを期待して、実

践を行った。 
 

 
  

 
 

 

３，「スイミー」の授業について 

 
↑スイミーが「出てこいよ」と誘う場面（四場面） 
「出てこいよ。みんなであそぼう。おもしろいものがいっぱいだよ。」 
「だめだよ。大きな魚にたべられてしまうよ。」 
「だけど、いつまでもそこにじっとしているわけにはいかないよ。なんとかかんがえなくち

ゃ。」 
二場面や三場面のことを想起しながら読まないと、スイミーのセリフを理解することがで

きない場面である。赤い魚がまた食べられるかもしれないのに、「出てこいよ」と言ったスイ

ミーについて考えた。三場面の海の場面を劇にしたことから、「みんなで遊ぼう。」というセリ

フから、「三場面の海の様子をみんなにも見せたい。」という発言が多かった。 
 
〇「スイミー」の授業を終えて 
・初めて劇を取り入れて学習をしたので、「劇って何？」と、戸惑う児童の姿が見られた。何

度かするうちに、セリフを言うことや体で表現することに慣れてきたように思う。 
・劇をすることが楽しくなり、勝手な解釈をつくってしまう児童がいた。しかし、考えを共有

するときに修正されることも多かった。修正されないまま、自分の意見を振り返りに書く児

童がいた場合には、次の授業時に考えることで問題を解消できた。 
・研究授業で、即興劇を取り入れたら、児童が困惑した。普段の授業なら、なんなく動いてい

たと想定するが、見られていることに緊張し、恥ずかしくて動けない児童が多数いることが

わかった。 
・今回の授業では、「劇をしたから読み取りが深まったのか」それとも、「そもそもはじめから

読めていたのか」が討議の中心になった。「劇をしたから深まった」のでなければ、手立て

とは言えないという意見があった。 
・児童の参加率は格段に上がった。教材文と挿絵から、場面の様子を想像する様子が見られ

た。 
 

４，「お手紙」の授業について 
 
 
 
 
 
 

 
↑かえるくんが、「だって、ぼくが、きみにお手紙出したんだもの。」という場面。 
どうして言ってしまったのかという理由より、言い方「言いたくなってしかたなくて。」「言

いたいから大きな声で言う。」「秘密だったから、ためらって言う。」など、劇をしたからこ

そ分かったかえるくんの様子を発言する姿が見られた。 
 

〇「お手紙」の授業を終えて 
・劇という手立てを取り入れるだけでなく、①ペープサート、②録画という工夫を加えること

で、教師は児童の考えを捉えやすくなり、次の授業案を考えやすくなった。児童が友達の解

釈を聞き、共有していく中で、自然と教材文を読み返す姿や、ペープサートを動かして場面

の様子を具体的に想像しようとする姿が見られたのはよかった。 
・ペープサートを使用することのデメリットもあるが、今回の実践ではメリットが大きかった

と考える。かわいらしいかえるくんとがまくんが目の前で動く様子に児童は喜んでいたし、

休み時間に人形遊びをしている児童もいた。「場面の様子や、登場人物の行動や気持ちにつ

いて具体的に想像する」という目標を達成するための有効な手立てになっていた。 
・本学級の児童の実態からは考えられないほど、振り返りに友達の考えや、自分の考えを書い

ていた。ペープサート劇をする中で、自分の読みができていたからだと考える。 
・「お手紙」本時の授業では、児童が前時のペア学習で持った個人の解釈を、一斉指導の場で

共有し、一つ一つの言葉に向き合い読み深める中で、自分の考えを形成していくことを目標

としていた。「場面の様子や、登場人物の行動や気持ち」について児童は自分の考えを形成

することができたか、考えたい。 
振り返りに書かれた「やっぱり～思った」「最初は～だったけど」「みんなの意見を聞いて」

という文から、児童は、友達の解釈を聞くことで自分の解釈を問い直していたと考えられ

る。考えを深めることができた児童が多数いた。 
 

第三場面の学習では、スイミ

ー役と海の底にいる生き物役

になってセリフを言い合っ

た。スイミー役の児童は、

「何この魚、見たことな

い。」など感じたことを発言

 

劇をする中で、がまく

んは、いつかえるくん

の横に行ったのかが話

題になった。分かった

ことを共有しながら自

分なりの解釈を深め

 

５，実践を終えて 
今回は、「演じること」を手立てに、感じたことや分かったことを共有する学習活動を行った。演じるという身体表現を伴う学習活動によって、感じたことや分かったことを共有し、自分

の考えを持つことができたため、意欲的に話し合う姿が見られた。実際に演技をすることで、子供は自然と自分の意見をもつことができることが分かった。そのため、振り返りに自分の考え

をしっかりと書くことができるようになったと考える。 
演技を見る側の子供は、友達の演技が教材文の言葉に合うか考えながら、話し合うことができた。「お手紙」の授業では、友達の劇を見て、「あれ、おかしいな。そこはもっと～」「教科書

にこう書いてあるから、もっとこうしよう。」と発言する様子が見られた。子供が主体的に教材文の言葉に返って、感じたことや分かったことを共有していた。演じる活動を楽しむだけでは

なく、友達との表現の違いに気付き、教材文を再読する姿が見られるようになった 
演じることによって、子供が意欲を持って教材文を読み返し、わかったことや感じたことを共有しながら読み深めることができた。 

 


